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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波を送受信する超音波プローブを駆動し超音波を被検体に送信すると共に、前記被
検体から反射した超音波を時系列に受信し、その時系列の受信信号を時系列の画像に変換
して表示する超音波診断装置において、
　前記時系列の受信信号を時系列の変位検出用画像に変換する第１画像生成手段と、
　前記時系列の変位検出用画像間の変位に関する情報を検出する変位検出手段と、
　前記変位に関する情報を逆変換して、その逆変換した変位に関する情報に基づき、前記
被検体の動きによる位置ずれを補正した変位補正受信信号を複数生成する変位補正手段と
、
　前記複数の変位補正受信信号を重み付け加算して加算受信信号を生成する加算手段と、
　前記加算受信信号を表示用画像に変換する第２画像生成手段と、
　を有すること特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記変位検出用画像と前記表示用画像をそれぞれ表示する表示手段を有する
　こと特徴とする請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　超音波を送受信する超音波プローブを駆動し超音波を被検体に送信すると共に、前記被
検体から反射した超音波を時系列に受信し、その時系列の受信信号を時系列の画像に変換
して表示する超音波診断装置において、
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　前記時系列の受信信号を、表示用画像と異なる解像度の時系列の変位検出用画像に変換
する第１画像生成手段と、
　前記時系列の変位検出用画像間の変位に関する情報を検出する変位検出手段と、
　前記時系列の受信信号を、時系列の前記表示用画像に変換する第２画像生成手段と、
　前記表示用画像と前記変位検出用画像との解像度に基づいて、前記変位に関する情報を
変換し、前記表示用画像における前記被検体の動きによる位置ずれを補正した変位補正画
像を生成する変位補正手段と、
　前記複数の変位補正画像を重み付け加算して加算画像を生成する加算手段と、
　を有することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】
　前記時系列の画像間の変位に関する情報は、前記画像上の複数の特徴点の変位である
　こと特徴とする請求項１または３記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　超音波を送受信する超音波プローブを駆動し超音波を被検体に送信すると共に、前記被
検体から反射した超音波を時系列に受信し、その時系列の受信信号を時系列の画像に変換
して表示する超音波診断装置において、
　前記時系列の受信信号間の変位に関する情報を検出する変位検出手段と、
　前記変位に関する情報に基づき、前記被検体の動きによる位置ずれを補正した変位補正
受信信号を複数生成する変位補正手段と、
　前記複数の変位補正受信信号を重み付け加算して加算受信信号を生成する加算手段と、
　前記加算受信信号を表示用画像に変換する画像生成手段と、
　を有することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項６】
　前記重み付けの重み係数は、加算する画像または受信信号のフレーム数ｎの逆数である
　こと特徴とする請求項１から５のいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記重み付けの重み係数は、前記変位検出結果の精度によって決定する
　こと特徴とする請求項１から５のいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　超音波を送受信する超音波プローブを駆動し超音波を被検体に送信すると共に、前記被
検体から反射した超音波を時系列に受信し、その時系列の受信信号を時系列の画像に変換
して表示する超音波診断装置における画像処理方法において、
　前記時系列の受信信号を時系列の変位検出用画像に変換する第１画像生成ステップと、
　前記時系列の変位検出用画像間の変位に関する情報を検出する変位検出ステップと、
　前記変位に関する情報を逆変換して、その逆変換した変位に関する情報に基づき、前記
被検体の動きによる位置ずれを補正した変位補正信号を複数生成する変位補正ステップと
、
　前記複数の変位補正受信信号を重み付け加算して加算受信信号を生成する加算ステップ
と、
　前記加算受信信号を表示用画像に変換する第２画像生成ステップと、
　を有すること特徴とする超音波診断装置における画像処理方法。
【請求項９】
　超音波を送受信する超音波プローブを駆動し超音波を被検体に送信すると共に、前記被
検体から反射した超音波を時系列に受信し、その時系列の受信信号を時系列の画像に変換
して表示する超音波診断装置における画像処理方法において、
　前記時系列の受信信号を、表示用画像と異なる解像度の時系列の変位検出用画像に変換
する第１画像生成ステップと、
　前記時系列の変位検出用画像間の変位に関する情報を検出する変位検出ステップと、
　前記時系列の受信信号を、時系列の前記表示用画像に変換する第２画像生成ステップと
、
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　前記表示用画像と前記変位検出用画像との解像度に基づいて、前記変位に関する情報を
変換し、前記表示用画像における前記被検体の動きによる位置ずれを補正した変位補正画
像を生成する変位補正ステップと、
　前記複数の変位補正画像を重み付け加算して加算画像を生成する加算ステップと、
　を有することを特徴とする超音波診断装置における画像処理方法。
【請求項１０】
　超音波を送受信する超音波プローブを駆動し超音波を被検体に送信すると共に、前記被
検体から反射した超音波を時系列に受信し、その時系列の受信信号を時系列の画像に変換
して表示する超音波診断装置における画像処理方法において、
　前記時系列の受信信号間の変位に関する情報を検出する変位検出ステップと、
　前記変位に関する情報に基づき、前記被検体の動きによる位置ずれを補正した変位補正
受信信号を複数生成する変位補正ステップと、
　前記複数の変位補正受信信号を重み付け加算して加算受信信号を生成する加算ステップ
と、
　前記加算受信信号を表示用画像に変換する画像生成ステップと、
　を有することを特徴とする超音波診断装置における画像処理方法。
【請求項１１】
　超音波を送受信する超音波プローブを駆動し超音波を被検体に送信すると共に、前記被
検体から反射した超音波を時系列に受信し、その時系列の受信信号を時系列の画像に変換
して表示する超音波診断装置における画像処理方法をコンピュータによって実現するプロ
グラムにおいて、
　コンピュータに、
　前記時系列の受信信号を時系列の変位検出用画像に変換する第１画像生成機能と、
　前記時系列の変位検出用画像間の変位に関する情報を検出する変位検出機能と、
　前記変位に関する情報を逆変換して、その逆変換した変位に関する情報に基づき、前記
被検体の動きによる位置ずれを補正した変位補正信号を複数生成する変位補正機能と、
　前記複数の変位補正受信信号を重み付け加算して加算受信信号を生成する加算機能と、
　前記加算受信信号を表示用画像に変換する第２画像生成機能と、
　を実現させるための超音波診断装置における画像処理プログラム。
【請求項１２】
　超音波を送受信する超音波プローブを駆動し超音波を被検体に送信すると共に、前記被
検体から反射した超音波を時系列に受信し、その時系列の受信信号を時系列の画像に変換
して表示する超音波診断装置における画像処理プログラムにおいて、
　コンピュータに、
　前記時系列の受信信号を、表示用画像と異なる解像度の時系列の変位検出用画像に変換
する第１画像生成機能と、
　前記時系列の変位検出用画像間の変位に関する情報を検出する変位検出機能と、
　前記時系列の受信信号を、時系列の前記表示用画像に変換する第２画像生成機能と、
　前記表示用画像と前記変位検出用画像との解像度に基づいて、前記変位に関する情報を
変換し、前記表示用画像における前記被検体の動きによる位置ずれを補正した変位補正画
像を生成する変位補正機能と、
　前記複数の変位補正画像を重み付け加算して加算画像を生成する加算機能と、
　を実現させるための超音波診断装置における画像処理プログラム。
【請求項１３】
　超音波を送受信する超音波プローブを駆動し超音波を被検体に送信すると共に、前記被
検体から反射した超音波を時系列に受信し、その時系列の受信信号を時系列の画像に変換
して表示する超音波診断装置における画像処理プログラムにおいて、
　コンピュータに、
　前記時系列の受信信号間の変位に関する情報を検出する変位検出機能と、
　前記変位に関する情報に基づき、前記被検体の動きによる位置ずれを補正した変位補正
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受信信号を複数生成する変位補正機能と、
　前記複数の変位補正受信信号を重み付け加算して加算受信信号を生成する加算機能と、
　前記加算受信信号を表示用画像に変換する画像生成機能と、
　を実現させるための超音波診断装置における画像処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は超音波診断装置に係わり、超音波診断装置で生成する画像のノイズを低減させ
る機能を有する超音波診断装置装置及びその画像処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置では、超音波パルス波を体内に送信し、生体組織間で音響インピーダン
スの差があることにより反射されたエコー信号を受信し、そのエコー信号の強度を画像化
し、体内の組織形状等をみることができる。
【０００３】
　エコー信号には種々の原因によるノイズが含まれ、これらのノイズ量が多いと診断上の
障害となる。そのため、ノイズを低減させることは重要な課題である。すなわち、信号対
雑音比Ｓ／Ｎ比を向上させることは重要な課題である。
【０００４】
　種々のノイズの中でも自己相関性の低いランダムなノイズについてみると、複数の信号
を加算することでＳ／Ｎ比を向上させることができる。これは、ｎ個の信号を加算すると
、自己相関性の高い本来の信号成分（生体からの反射信号）はｎ倍されるが、ランダムな
ノイズは期待値として√ｎ倍しかされないという原理に基づいている。
【０００５】
　したがって、超音波診断装置で得られる時系列の信号から複数の時相の信号を加算すれ
ば、Ｓ／Ｎ比を向上させることができる。
【０００６】
　しかし、この方法は複数の時相で対象物が同じ位置になければ効果がない。つまり対象
物が動く場合にはこの方法を用いることはできない。
【０００７】
　これに対して特許文献１、特許文献２では、周期的に運動する被検体について、動きが
同位相となる複数の画像フレームを加算する方法を開示している。
【特許文献１】特開平１０－１１８０６１号公報
【特許文献２】特開２００１－１７００４７公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　超音波診断装置で得られる画像のノイズが多いと診断上の障害となる。信号対雑音比（
Ｓ／Ｎ比）を向上させるために、複数の信号を加算する方法が考えられるが、対象物に動
きがある場合には効果がない。
【０００９】
　また、周期的に運動する被検体について、動きが同位相となる複数の画像フレームを加
算する方法では、対象が周期性をもった動きをしている必要があり、周期性のない動きを
した対象物に用いることはできない。さらに、一周期分以上の画像データを保持しておく
メモリが必要な他に、同位相となる画像フレームの対応づけが必要である。
【００１０】
　そこで、本発明は、上記問題点を解決するためになされたものであり、対象物の運動の
有無、運動の周期性の有無にかかわらずＳ／Ｎ比の向上した画像を得ることのできる超音
波診断装置及びその方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【００１１】
　本発明は、超音波を送受信する超音波プローブを駆動し超音波を被検体に送信すると共
に、前記被検体から反射した超音波を時系列に受信し、その時系列の受信信号を時系列の
画像に変換して表示する超音波診断装置において、前記時系列の受信信号を時系列の変位
検出用画像に変換する第１画像生成手段と、前記変換された時系列の変位検出用画像間の
変位に関する情報を検出する変位検出手段と、前記変位に関する情報を逆変換して、その
逆変換した変位に関する情報に基づき、前記被検体の動きによる位置ずれを補正した変位
補正信号を複数生成する変位補正手段と、前記複数の変位補正受信信号を重み付け加算し
て加算受信信号を生成する加算手段と、前記加算受信信号を表示用画像に変換する第２画
像生成手段と、を有すること特徴とする超音波診断装置である。
【００１２】
　本発明は、超音波を送受信する超音波プローブを駆動し超音波を被検体に送信すると共
に、前記被検体から反射した超音波を時系列に受信し、その時系列の受信信号を時系列の
画像に変換して表示する超音波診断装置において、前記時系列の受信信号を、表示用画像
と異なる解像度の時系列の変位検出用画像に変換する第１画像生成手段と、前記時系列の
変位検出用画像間の変位に関する情報を検出する変位検出手段と、前記時系列の受信信号
を、時系列の前記表示用画像に変換する第２画像生成手段と、前記表示用画像と前記変位
検出用画像との解像度に基づいて、前記変位に関する情報を変換し、前記表示用画像にお
ける前記被検体の動きによる位置ずれを補正した変位補正画像を生成する変位補正手段と
、前記複数の変位補正画像を重み付け加算して加算画像を生成する加算手段と、を有する
ことを特徴とする超音波診断装置である。
【００１３】
　本発明は、超音波を送受信する超音波プローブを駆動し超音波を被検体に送信すると共
に、前記被検体から反射した超音波を時系列に受信し、その時系列の受信信号を時系列の
画像に変換して表示する超音波診断装置において、前記時系列の受信信号間の変位に関す
る情報を検出する変位検出手段と、前記変位に関する情報に基づき、前記被検体の動きに
よる位置ずれを補正した変位補正受信信号を複数生成する変位補正手段と、前記複数の変
位補正受信信号を重み付け加算して加算受信信号を生成する加算手段と、前記加算受信信
号を表示用画像に変換する画像生成手段と、を有することを特徴とする超音波診断装置で
ある。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、超音波診断装置において、対象物の運動の有無、運動の周期性の有無
にかかわらずＳ／Ｎ比の向上した画像を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態について図面に基づいて説明する。
【００１７】
［第１の実施形態］
　本発明の第１の実施形態に係わる超音波診断装置１０について図１から図５に基づいて
説明する。
【００１８】
（１）超音波診断装置１０の構成
　図１は、本実施形態に係わる超音波診断装置１０を示すブロック図である。
【００１９】
　超音波診断装置１０は、超音波を送受信する超音波プローブ１２と、超音波プローブ１
２を駆動し超音波を送信すると共に、反射した超音波を受信しＡ／Ｄ変換処理を行い受信
信号に変換する受信部１４と、変換された受信信号を保持しておく受信バッファ１６と、
受信信号に対してフィルタ操作やスキャン変換操作を行い、画像データを生成する第１画
像生成部１８と、画像データに対して被検体の局所毎のフレーム間変位を検出する変位検
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出部２０と、検出された変位情報を用いて複数フレームの受信信号を重み付け加算する信
号加算部２２と、加算された受信信号に対してフィルタ操作やスキャン変換操作を行い、
表示用画像データを生成する第２画像生成部２４と、表示用画像データを表示する表示部
２６とで構成される。
【００２０】
（２）受信部１４と受信バッファ１６
　受信部１４により駆動された超音波プローブ１２から超音波ビームが射出される。運動
する被検体で反射した超音波は超音波プローブ１２で受波されてセクタスキャンされ（図
２左参照）、受信部１４で検波やＡ／Ｄ変換処理により時系列の受信信号に変換される（
図２中参照）。時系列の受信信号は、超音波ビーム方向毎のデータの羅列であり、一連の
ビーム方向のデータにより一フレーム分のデータとなる。受信バッファ１６は複数フレー
ムにわたる時系列の受信信号を保持する。
【００２１】
（３）第１画像生成部１８
　受信バッファ１６に保持された時系列の受信信号は、第１画像生成部１８によりフィル
タ操作やスキャン変換操作が施され時系列の変位検出用画像データとなる（図２参照）。
第１画像生成部１８では、生成する画像データの画像特性が後段の変位検出に適したもの
となるように、フィルタ操作やスキャン変換操作のパラメータを設定すると良い。生成さ
れた画像データは第１画像生成部１８に設けられた画像バッファに記憶される。この画像
バッファは複数フレームの変位検出用画像データを保持する容量を持つ。
【００２２】
（４）変位検出部２０
　次に、変位検出部２０では、画像バッファに保持されている時系列の変位検出用画像デ
ータを用いて時間的に隣接するフレーム間での運動する被検体の局所毎の変位を検出する
。変位検出は、例えば局所毎のブロックマッチングによって検出することができる。
【００２３】
　全ての位置で変位を検出しても良いが、目的の解像度に応じて離散位置で変位を検出し
補間により全ての位置での変位を算出できるように構成しても良い。
【００２４】
　変位検出処理により、変位検出用画像フレーム間での被検体の局所毎の動きが明らかに
なり、被検体が移動や変形をしても局所毎の対応する位置がわかることになる。
【００２５】
　変位検出処理は、ブロックマッチングによる方法に限らず他の手法を用いることも可能
である。
【００２６】
　図３は変位検出用画像フレーム間の変位の例を示している。時間的に連続するｉ－１番
目のフレーム画像とｉ番目のフレーム画像の間、及び、ｉ番目のフレーム画像とｉ＋１番
目のフレーム画像の間での被検体の変位検出の例である。被検体の形状やテクスチャの有
無等の画像の性質によって変位検出の困難さが異なるため、変位を検出しやすい位置での
変位を求めると精度面や処理速度の点から見て効率が良い。
【００２７】
　図３は、被検体（この図の例では心臓）の局所毎の変位が特徴点上で検出される様子を
模式的に図示しており、図中の四角形が変位を検出する位置を示し、四角形から伸びる線
分が変位の方向と大きさを示している。この特徴点は、画像上でのエッジ処理が行われ、
画像上でエッジがある位置を示している。なお、この特徴点は画像上でコーナー検出ある
いはピーク検出によって求められた位置を示しても構わない。
【００２８】
　但し、変位検出を行う位置は必ずしも特徴点上で行われる必要はなく、全ての画素位置
で行うことも可能である。
【００２９】
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（５）信号加算部２２
　次に、信号加算部２２での処理を行う。信号加算部２２の処理は、変位逆変換処理、変
位補正受信信号の生成処理、信号加算処理との３つに大別される。
【００３０】
（５－１）第１の処理
　第１の処理としては、変位検出部２０で検出された変位検出用画像フレーム間での変位
情報をスキャン変換される前の受信信号の座標系での変位に逆変換する（図４左上参照）
。
【００３１】
　図３で例示した処理方法では、変位検出部２０で検出される変位情報は特徴点位置のみ
のものである。そこで、特徴点上で得られた変位情報を空間的に補間することで任意の位
置での変位を算出できるようにする（図４右上参照）。例えば、断面像の場合は２次元補
間、３次元データの場合は変位情報も３次元ベクトルとなり補間も３次元的に行う。
【００３２】
　そして、受信信号から画像データへのスキャン変換の逆変換によって受信信号の座標系
での変位を生成する（図４左下参照）。
【００３３】
　なお、変位情報の補間を画像データ上で行わずに、特徴点位置での変位情報を受信信号
座標系に変換した後、受信信号上で空間的に補間を行う構成とすることも可能である。
【００３４】
（５－２）第２の処理
　第２の処理としては、受信信号の座標系での変位を用いて変位を補正した変位補正受信
信号を生成する（図４右下参照）。
【００３５】
　ｉ番目フレームのある位置（位置Ａ）がｉ－１番目フレームのどの位置（位置Ｂ）であ
ったかを受信信号の座標系での変位から読み出し、ｉ－１番目フレームの受信信号の位置
Ｂでのデータをｉ－１番目フレームに対応する変位補正受信信号の位置Ａでのデータとす
る。
【００３６】
　同様にｉ番目フレームのある位置（位置Ａ）がｉ＋１番目フレームのどの位置（位置Ｂ
）になるかを受信信号の座標系での変位から読み出し、ｉ＋１番目フレームの受信信号の
位置Ｂでのデータをｉ＋１番目フレームに対応する変位補正受信信号の位置Ａでのデータ
とする。
【００３７】
　データ位置が整数でない場合は周囲のデータを補間したものを用いると良い。
【００３８】
　このように変位補正受信信号を生成することで、ｉ番目のフレームにおける被検体の位
置にあわせた（動きによるずれが補正された）ｉ－１番目及びｉ＋１番目フレームの受信
信号データから構成される変位補正受信信号を生成することができる。
【００３９】
（５－３）第３の処理
　第３の処理としては、複数フレームの変位補正受信信号を重み付け加算し加算受信信号
を生成する（図５参照）。
【００４０】
　ｎフレームの信号を加算することで自己相関性の高い本来の信号成分（生体からの反射
信号）はｎ倍されるが、ランダムなノイズは期待値として√ｎ倍しかされないという原理
によって、加算受信信号はＳ／Ｎ比が向上した信号となる。また、加算時に被検体の動き
を補正しているので、被検体が移動・変形する場合でも効果を有する。
【００４１】
　なお、図３、図５ではｎ＝３の場合について例示している。より多くのフレームについ
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て加算する構成とすることも可能である。その場合、連続したフレーム間の変位を求めて
その変位を累積することで２フレーム以上離れたフレーム間の変位を算出することも可能
であるが、注目するフレームと対象フレームとの間で直接変位を検出しても良い。
【００４２】
　加算時の重み係数ｗについては、例えば１／ｎとすると各フレームの平均値をとること
となる。あるいは、変位検出結果の精度によって重み係数を変化させることも可能である
。例えば、変位の検出精度が良い場合は各フレームの重み係数を均等にし、精度が悪い場
合には注目フレーム（上記の例ではｉ番目フレーム）の重みを他のフレームに比べて大き
くする。このようにすることで、変位の検出精度が悪い場合に生じる加算画像のぼけなど
の悪影響を低減することができる。
【００４３】
　同様に、加算に用いるフレーム数ｎを変位検出の精度あるいは変位の大きさによって動
的に変化させることも可能である。例えば、検出精度の良いときは加算フレーム数ｎを大
きく、検出精度の悪いときには加算フレーム数ｎを小さくすると、加算画像のぼけ等の誤
差による悪影響を抑制しながら、Ｓ／Ｎ向上の利点を効果的に得ることができる。あるい
は、変位の大／小によって加算フレーム数をそれぞれ小／大とすることで、より大きな効
果を得ることができる。
【００４４】
　なお、複数フレームを加算するときに、被検体の動きによっては対応位置がデータの範
囲外となる場合が生じる。この場合には、その位置に関してデータの無いフレームを加算
の対象外とし重み係数を調整すると良い。
【００４５】
（６）第２画像生成部２４と表示部２６
　第２画像生成部２４で、加算受信信号にフィルタ操作やスキャン変換操作を行い表示用
画像データを生成する。生成された表示用画像データは表示部２６によりユーザに提示さ
れる。
【００４６】
　以上、本実施形態によれば、被検体が移動あるいは変形している場合においても、Ｓ／
Ｎの向上した画像を得ることができる。また、受信信号を加算するため、表示用画像を生
成する際のフィルタ操作や輝度変換等の影響を受けずに済むという利点があるさらに、画
像データが多くの場合８ビットの２５６階調で表現されるのに対して、受信信号は一般的
により多くのビット数（例えば、１６ビット）で表現されているので、変位補正受信信号
を重み付け加算し加算受信信号を生成することにより、Ｓ／Ｎの向上した画像を得ること
ができる。。
【００４７】
（７）変更例
　第１画像生成部１８で生成される画像データは変位検出に用いる変位検出用画像データ
であるので、第２画像生成部２４で表示用画像データを生成する時と同じパラメータで画
像生成する必要はない。変位検出に適した解像度や、フィルタ操作をパラメータとするよ
うに設定することができる。
【００４８】
［第２の実施形態］
　本発明の第２の実施形態に係わる超音波診断装置１０について図６から図８に基づいて
説明する。本実施形態は、信号加算を画像データについて行う点で第１の実施形態と異な
るものである。
【００４９】
　図６は、本実施形態に係わる超音波診断装置１０を示すブロック図である。
【００５０】
　超音波診断装置１０は、超音波を送受信する超音波プローブ１２と、超音波プローブ１
２を駆動し超音波を送信すると共に、反射した超音波を受信しＡ／Ｄ変換処理を行い受信
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信号に変換する受信部１４と、変換された受信信号を保持しておく受信バッファ１６と、
受信信号に対してフィルタ操作やスキャン変換操作を行い変位検出用画像データを生成す
る第１画像生成部１８と、画像データに対して被検体の局所毎のフレーム間変位を検出す
る変位検出部２０と、受信信号に対してフィルタ操作やスキャン変換操作を行い表示用画
像データを生成する第２画像生成部２４と、検出された変位情報を用いて複数フレームの
表示用画像データを重み付け加算する信号加算部２２と、加算された表示用画像データを
表示する表示部２６とで構成される。
【００５１】
　超音波の送受信、受信信号から変位検出用画像データの生成、変位の検出部分について
は第１の実施形態と同様の処理の流れである。
【００５２】
　本実施形態では、信号加算部２２で加算されるデータは変位検出用画像データである。
変位検出処理が行われる一方で、第２画像生成部２４において表示用画像を生成する。第
２画像生成部２４では、受信バッファ１６に保持されている受信信号からフィルタ操作や
スキャン変換操作によって表示用画像データを生成する。
【００５３】
　信号加算部２２では、まず変位検出部２０で検出された変位検出用画像フレーム間での
変位情報を表示用画像フレームの座標系での変位に変換し、その変換された変位を用いて
変位補正画像データを得る。図７は、変位検出用画像データと表示用画像データの解像度
が異なる場合について変位の変換の例を示している。本実施形態においても、変位検出部
２０で検出される変位情報は特徴点位置のみのものであるので、特徴点上で得られた変位
情報を空間的に補間することで任意の位置での変位を算出できるようにする（図７右上参
照）。すなわち、断面像の場合は２次元補間、３次元データの場合は変位情報も３次元ベ
クトルとなり補間も３次元的に行う。その後変位情報を表示用画像データ上での変位情報
に変換し（図７左下参照）、変位補正画像を生成する（図７右下参照）。
【００５４】
　さらに、信号加算部２２では、複数フレームの変位補正画像を重み付け加算し加算画像
を生成する（図８参照）。画像データに対して加算を行った場合でも、ｎフレームの信号
を加算することで自己相関性の高い本来の信号成分（生体からの反射信号）はｎ倍される
が、ランダムなノイズは期待値として√ｎ倍しかされないという同様の原理によって、加
算画像はＳ／Ｎ比が向上した画像となる。
【００５５】
　最後に、加算画像を表示部２６によってユーザに提示する。
【００５６】
　本実施形態のような画像データを加算する構成とすると、変位の座標系変換がスケール
の変換だけで済むことになるという利点を持つ。
【００５７】
　なお、本実施形態では第１画像生成部１８と第２画像生成部２４を分けて構成したが、
これら２つの画像生成部を共通化し、変位検出用画像データと表示用画像データを同一に
する構成としても良い。このようにすると装置の構成を簡略化できる。
【００５８】
［第３の実施形態］
　本発明の第３の実施形態に係わる超音波診断装置１０について図９に基づいて説明する
。本実施形態は、変位検出を受信信号上で行う点で第１の実施形態と異なるものである。
【００５９】
　図９に本実施形態に係わる超音波診断装置１０を示すブロック図を示す。
【００６０】
　超音波診断装置１０は、超音波を送受信する超音波プローブ１２と、超音波プローブ１
２を駆動し超音波を送信すると共に、反射した超音波を受信しＡ／Ｄ変換処理を行い受信
信号に変換する受信部１４と、変換された受信信号を保持しておく受信バッファ１６と、
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受信信号において被検体の局所毎のフレーム間変位を検出する変位検出部２０と、検出さ
れた変位情報を用いて複数フレームの受信信号を重み付け加算する信号加算部２２と、加
算された加算受信信号に対してフィルタ操作やスキャン変換操作を行い表示用画像データ
を生成する画像生成部２８と、表示用画像データを表示する表示部２６とで構成される。
【００６１】
　本実施形態では、超音波を送受信し受信信号を受信バッファ１６に格納するまでは第１
の実施形態と同様である。本実施形態では、被検体の変位検出を受信信号上で行う。画像
データが多くの場合８ビットの２５６階調で表現されるのに対して、受信信号は一般的に
より多くのビット数で表現されている。また構成によっては、超音波信号を位相検波した
後の複素信号として表現するように構成することも可能である。そのためより多くの情報
を用いて変位を検出することが可能である。変位の検出は、受信信号を２次元データの配
列とみなし、画像の場合と同様にブロックマッチング等の方法を用いて行うことができる
。
【００６２】
　信号加算部２２では、検出された変位を用いて変位補正受信信号を生成し、複数フレー
ムの変位補正受信信号を重み付け加算し加算受信信号を生成する。本実施形態では、変位
検出する座標系と変位補正受信信号の座標系が同一であるので変換の必要はなく、任意の
位置での変位を算出するための補間処理が必要なだけである。
【００６３】
　最後に、加算受信信号にフィルタ操作やスキャン変換操作を行い表示用画像を生成する
。生成された表示用画像は表示部２６によりユーザに提示される。
【００６４】
　本実施形態は、変位を変換する処理が不要であることに加え、画像生成部２８も１つで
済むためより簡単な構成とすることができる。
【００６５】
［第４の実施形態］
　本発明の第４の実施形態に係わる超音波診断装置１０について図１０に基づいて説明す
る。本実施形態は、変位検出を受信信号上で行い、信号加算を画像データに対して行う点
で第１の実施形態と異なるものである。
【００６６】
　図１０に本実施形態に係わる超音波診断装置１０を示すブロック図を示す。
【００６７】
　超音波診断装置１０は、超音波を送受信する超音波プローブ１２と、超音波プローブ１
２を駆動し超音波を送信すると共に、反射した超音波を受信しＡ／Ｄ変換処理を行い受信
信号に変換する受信部１４と、変換された受信信号を保持しておく受信バッファ１６と、
受信信号において被検体の局所毎のフレーム間変位を検出する変位検出部２０と、受信信
号に対してフィルタ操作やスキャン変換操作を行い表示用画像データを生成する画像生成
部３０と、検出された変位情報を用いて複数フレームの画像データを重み付け加算する信
号加算部２２と、加算された表示用画像データを表示する表示部２６とで構成される。
【００６８】
　本実施形態における変位検出処理までは第３の実施形態と同様の手順であり、被検体の
変位検出を受信信号上で行う。
【００６９】
　本実施形態では、信号加算部２２で加算されるデータは画像データである。変位検出処
理が行われる一方で、画像生成部３０において表示用画像を生成する。画像生成部３０で
は、受信バッファ１６に保持されている受信信号からフィルタ操作やスキャン変換操作に
よって表示用画像データを生成する。
【００７０】
　本実施形態における信号加算部２２では、まず変位検出部２０で検出された受信信号上
での変位情報を表示用画像フレームの座標系での変位に変換し、その変換された変位を用
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いるので、任意の位置での変位を算出できるように空間的な補間処理を行う。その後、補
間された変位情報を表示用画像データの座標系に変換し、これを用いて変位補正画像を生
成する。空間的な補間処理は表示用画像データの座標系で行ってもよい。
【００７１】
　さらに信号加算部２２では、複数フレームの変位補正画像を重み付け加算し加算画像を
生成する。
【００７２】
　最後に、加算画像を表示部２６によってユーザに提示する。
【００７３】
　このような構成にすることで、変位情報の変換は受信信号の座標系から表示用画像デー
タの座標系への変換となり、この変換は表示用の画像生成で通常必要となる変換であるの
で、この変換機能部分を画像生成部３０と共用することができ、構成要素を減らすことが
可能である。
【００７４】
［変更例］
　本発明は上記各実施形態に限らず、その主旨を逸脱しない限り種々に変更することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】本発明の第１の実施形態に係わる超音波診断装置の構成を示すブロック図である
。
【図２】超音波診断装置での超音波信号から画像データを生成する手順を説明した図であ
る。
【図３】第１の実施形態に係わる超音波診断装置の変位検出部における変位検出処理を例
示した図である。
【図４】第１の実施形態に係わる超音波診断装置の信号加算部における変位補正信号の生
成手順を示した図である。
【図５】第１の実施形態に係わる超音波診断装置の信号加算部におけるフレームデータ加
算演算を示した図である。
【図６】第２の実施形態に係わる超音波診断装置の構成を示すブロック図である。
【図７】第２の実施形態に係わる超音波診断装置の信号加算部における変位補正画像の生
成手順を示した図である。
【図８】第２の実施形態に係わる超音波診断装置の信号加算部におけるフレーム画像加算
演算を示した図である。
【図９】第３の実施形態に係わる超音波診断装置の構成を示すブロック図である。
【図１０】第４の実施形態に係わる超音波診断装置の構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００７６】
１０　　超音波診断装置
１２　　超音波プローブ
１４　　受信部
１６　　受信バッファ
１８　　第１画像生成部
２０　　変位検出部
２２　　信号加算部
２４　　第２画像生成部
２６　　表示部
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